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この間、勉強してきて感じたのが格差社会、超帝国主義、そして民主的社会主義

という３つのキーワードだ。 
 
１．格差社会 
格差社会は現在の世界をもっとも強烈に形作っている特徴だ。これが社会の歪

みを生んでいるし、その歪みがますます格差社会を助長している。貧困が問題な

のは可哀相だからだが、格差が問題なのは不正義であるからだ。 
今日の世界の政治問題のほとんどは格差社会のなせるものとして説明できる。

なぜなら格差が大きいほど政治は容易に買えるようになるからだ。これはある

程度まで真実である。１%の人々は票や世論を金で集め、“民主的に”政治を支配
することができる。 
この歪みの深化の過程、人々の抱く怒りと無力感の構造、社会意識の液状化メカ

ニズムをもっと鮮明に把握しなければならない。 
この格差社会は決して自然に生じたものではない。それは「ネオリベラリズム」

がもたらした災厄である。それはアメリカ政府とその手先の機関が世界に押し

付けたものである。それは血まみれの姿で歴史に登場したのである。 
 
２．アメリカ帝国主義の再活性化 
アメリカこそが軍事・政治上の覇権を握り続けてきたのだが、それが名実ともに

帝国主義の名にふさわしい相貌を呈してきたのは、じつはこの１０年のことで

はなかったのか。 
それがGAFAなどに象徴される、情報産業分野での圧倒的な優位の獲得であり、
それにもとづく金融支配と経済覇権の掌握であったと考えられる。 
これまでの覇権に加え、独占的な経済・金融手段を獲得したアメリカ帝国主義は、

有力なライバルと目されていた中国に突如コブシを振り上げ、一撃で打ちのめ

した。 
 
３．「超帝国主義」の出現 
あまりにも巨大な「超帝国主義」の登場に思わず足がすくんでしまうが、逆に言

えば戦いの相手がはっきりと姿を現したことで、世界の９９％の人が団結して

戦うべき目標が定まってきたとも言える。 
ではこの「超帝国主義」とどう戦うのか。９９％の人々が団結して、１％の人間

の支配するディストピアの実現をどう阻止するのか？ 
それが方向づけされ、共同目標が明らかにされなければならない。それは怒りと



抗議、正義と公正の要求にとどまってはいられない。 
その作業は世界中で取り組まれることになると思うが、いくつかのクライテリ

アが提出されている。例えば人間的尊厳の無差別な尊重、人として生きていく権

利の平等、コミュニティーの自生する権利などが挙げられると思う。 
 
４．民主主義的社会主義の旗印 
これらの権利を超帝国主義に対し主張していく際に、念頭に置かなければなら

ない点が一つある。 
それは、この格差社会と超帝国主義が第二次大戦後の戦後民主主義の中から育

ってきたということである。レトリカルに言えば、超帝国主義は戦後民主主義の

申し子なのであり、一般的に民主主義のスローガンを対置するだけでは解決で

きない問題をふくんでいる。すなわち社会主義の観点が必要なのである。 
バーニー・サンダースは今、「それを民主主義的社会主義と呼ぼうじゃないか」

と呼びかけている。アメリカ帝国主義の胃袋の中で闘いつづけてきた彼には、あ

えてみずからを民主的社会主義者と呼ぶしかなかったのだろう。 
たぶん「社会主義論」は議論の多い課題にはなるだろうが、運動の性格付けをす

る上で避けて通れない課題だと思う。オカシオ・コルテスのような若手活動家は

何のためらいもなく民主的社会主義を叫んでいる。 
時代は変わりつつあるのだ。（北海道 AALA２月号） 


